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編
集
後
記

ま
ち
の

声
か
ら

　現
在
、
岩
谷
児
童
館
内
の
岩
谷
児
童
ク
ラ

ブ
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
仕
事
に
就

い
て
、
以
前
か
ら
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

少
子
化
を
実
感
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　共
働
き
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
現
代
に
お

い
て
、
子
育
て
が
安
心
し
て
で
き
る
環
境
が

整
え
ら
れ
た
ら
、
少
し
で
も
少
子
化
に
歯
止

め
が
か
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
私
は
、
保
護
者
の
方
々
が
安
心
し
て
仕

事
が
で
き
る
よ
う
、
児
童
支
援
員
と
し
て
、
微

力
な
が
ら
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　市
議
会
に
は
、
若
い
世
代
が
就
業
す
る
た

め
の
企
業
誘
致
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
、
母
親
は
も
ち
ろ
ん
父
親
の

育
児
参
加
に
も
積
極
的
な
社
会
を
つ
く
る
た

め
に
、
支
援
や
政
策
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

少
子
化
対
策
と
し
て
出
来
る
こ
と

城地域の自然の風景が大好きです。雪を抱き

美しくそびえ立つ鳥海山や勇壮な亀田不動

滝、夕日でオレンジ色に染まる日本海などです。そ

して夏の楽しみにしている旧藩祭や道川洋上花火な

どの伝統行事があります。コロナ禍で中止が続いて

いますが再び実施されることを祈っています。

　昨年、級友と秋田活性化中学生選手権に出場し、

企業の方とどうすれば地域を活性化できるかを考え

ました。その中で他県の方々に地域の特産品を売り

込んで足を運んでもらい、定住を図ってもらうこと

を提案しました。

　岩城地域の素晴らしさを一人でも多くの人に感じ

てもらうため、これからも地域活性化のアイディア

をみんなと考えていきたいです。

くが住んでいる由利本荘市は、自然が豊かで

す。そして、住んでいる人たちはよく声をか

けてくれる温かい人が多いです。

　でも、最近ではコロナウイルス感染症予防で、マ

スクを着用しているため、みんなの笑顔が見られな

くなってきたと思います。それに、あいさつもマス

クの中にこもり、あまり聞こえないことが増えてき

たと見守り隊の方がおっしゃっていました。それを

聞いてぼくは、なんだかさびしい気持ちになりまし

た。

  だからぼくは、未来の由利本荘市は、笑顔あふれ

るあいさつのよい市になってほしいと思います。そ

のためにぼくも、自分でできることを考えて実行し

ていきたいと思います。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.２７

岩 ぼ

笑顔あふれる由利本荘ふるさと岩城への変わらぬ思い

小友小学校 ６年

さん佐々木 礼王

岩城中学校 ３年

（町内名　新道）（町内名　下徒士町）

かく が ささ き れ おひびき

さん郭賀 　響

12あきたの海をごみゼロへ！

み
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暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
猛
暑
酷
暑
の
中
で
の
マ
ス
ク
生
活
３

年
目
に
入
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
り
先
の
２
年
間
は
様
々
な

事
業
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
自
粛

生
活
が
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
に
入
り
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す

が
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
縮
小
し
な
が
ら
も
開
催
さ
れ
始
め
ま

し
た
。
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
で
は
、
７
月

上
旬
に
本
県
初
開
催
の
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・

オ
ン
・
ア
イ
ス
」
が
開
催
さ
れ
、
に
ぎ

わ
い
創
出
や
経
済
効
果
な
ど
も
生
み
出

し
、
好
評
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
に
は
同
会
場
で
、
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
Ｖ
１
リ
ー
グ
で
活
躍
し

て
い
る
日
立
Ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｏ
リ
ヴ
ァ
ー
レ

の
合
宿
が
行
わ
れ
ま
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
チ
ー
ム
の
合
宿
は
本

市
に
と
っ
て
初
め
て
で
あ
り
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
教
室
の
開
催
や
市
民
へ
の
練
習

公
開
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
秋
の
イ
ベ
ン
ト
も
再
開
す
る
な
ど
明

る
い
話
題
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　（
吉
田
朋
子
）
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５日

６日

２５日

２８日

３日

１９日

２４日

２５日

１０日

１３日

１６日～１７日

２０日

民生児童委員協議会総会

新入社員合同歓迎会

地域農業再生協議会総会

老人クラブ連合会総会

丸亀お城まつり（香川県）

観光協会通常総会

国道398号改良整備促進期成同盟会通常総会（湯沢市）

全国市議会議長会定期総会（東京都）

市と市議会との合同要望（県内）

市と市議会との合同要望（宮城県）

市と市議会との合同要望（東京都）

本荘由利産学振興財団評議員会

議長公務（主なもの）

議会日誌
 ５日

１２日

２７日

１９日

２７日

２日

６日

７日

１４日

１５日

２８日

４月

５月

６月

４月

５月

６月

議会報編集特別委員会

議会報編集特別委員会

当局との連絡会議

第１回議員研修会

正副委員長会議

議長による新任議員等研修会

議会運営委員会

本会議（開会）

会派代表者会議

本会議（一般質問）～３日

本会議（一般質問）

議会運営委員会

委員会（議案審査）～９日

「市民と語る会」実行委員会

本会議（閉会）

議会運営委員会

議会報編集特別委員会

６
月

定

例

会

（４／１～６／３０）

議会だよりをちいき本棚で！
由利本荘市議会だよりは、過去のものを含め、

「SideBooks」のちいき本棚でご覧いただけます。

 https://cccc.backshelf.jp/

市議会カレンダー
● ９月定例会の予定 ●

８／７ ８ １３

１４ ２５１５ ２７２６

２１ ２２ ２７２５ ２６２４

２０

１１ １２ １３ １４ １５ １７

９／１ ３

４

２８

７ ８６ １０９

月 火 水 木 金 土

本会議
（開会）

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

日

１１１０９

本会議
（一般質問）

２９
本会議
（一般質問）

３０
本会議

（一般質問）
決算審査
特別委員会

３１

１２

　８月１２日（金）
正午までに受理する
請願・陳情を審議
する予定です

常任委員会
決算審査
特別委員会

２

決算審査
特別委員会

１６

２３

常任委員会
決算審査
特別委員会

１８ １９ ２０ ２１ ２３ ２４

本会議
（閉会）

２２

５

常任委員会
決算審査
特別委員会

　本会議でどんなことがどのように話し合われてい

るのか、様々な手段で知ることができます。皆さ

んの暮らしに直結していることばかりです。ぜひご

覧ください。

議会を見よう！知ろう！

▶ 次の定例会は８／２３～９／２２◀

★議会を傍聴 ―ライブで！
★ケーブルテレビで生中継
★会議録で読む

　６月定例会が、令和４年５月２７日から６月１５日までの２０日間の日程で開催され、専決処分報告１０
件、人事案件１件、条例一部改正６件、契約案件９件、その他１件、一般会計補正予算案８件の市提出案件
３５件すべてが原案のとおり可決・承認されました。
　また、陳情２件は１件が採択、１件が不採択とされました。

６月定例会

議論の中からピックアップ

小中学校の理科室への空調設置

問 　各学校の内訳は。

答 　小学校１１校中学校９校の理科室に空調設
備を設置する。新山小は改修工事で設置し、
鳥海小は中学校と共用する。また、本荘北
中は大規模改修で設置済であり、令和６年
度からは、矢島小も共用予定である。予算
は７７０５万３千円である。

　新型コロナウィルス感染症に対応して小中学校

２０校に空調設備を設置するものです。 教

子育て世帯・非課税世帯への
給付金

問 　対象者および世帯は。

答 　国庫補助金で、子育て世帯には１８歳未満１
人５万円、非課税世帯には１世帯１０万円を支
給する。ただし、それぞれ要件があるので、担
当窓口に相談してほしい。予算は３億２０００万
円である。

　低所得の子育て世帯と生活困窮者への支援を

するものです。 教

総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会 産 … 産業建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

市の入浴関連施設の条例改正

問 　改正の内容はどのようなものか。

答 　現行の上限額は５１０円であるが、それを７
００円にする。各施設は経営状況により上限
の範囲内で入浴料を改定することができる。

　燃油・資材価格などの高騰を受け入浴料の上

限額を改正します。 産

デジタル田園都市国家構想

問 　事業の内容を詳しく知りたいが。

答 　市で保有する小スペースに、リモート相談窓
口、証明書発行機、デジタル観光・広報サイネ
ージを併用した、職員が不在でも使用できる
行政の窓口機能を整備する。予算は市民課が
２２６４万円、福祉支援課が２８８９万７千円
の予定である。

　カダーレ、ナイスアリーナ、駅などに無人の

行政窓口機能を設置します。 教

リモート相談窓口のイメージ

法体園地再整備基本計画

問 　どのような計画か。

答 　鳥海ダムの建設に伴い法体園地一帯やダム
湖を活用したアウトドアレジャーなどの拠点と
して整備計画を策定する。

　鳥海山観光ビジョンでも示されている法体園地

の再整備について、基本計画を策定します。 産

議長公務・交際費の詳細につきましては、市ホームページをご覧ください。

慶祝、協賛など

弔　　　事

４月 ５月 ６月

0円
（0件）

28,760円
（5件）

21,920円
（3件）

0円
（0件）

0円
（0件）

10,000円
（1件）

議長交際費
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　本市の政務活動費は、会派や議員が行う調査研究などの活動に充てる

ことができ、令和３年１１月～令和４年３月は月額１５,０００円を交付した

もので、交付に当たっては収支報告書の提出が義務付けられています。

会派名・議員名

高

　志

　会

立
憲
民
主
・
き
ず
な

サ
キ
ホ
コ
レ

市
民
の
窓
口

日
本
共
産
党

公

　明

　党

合計

伊
藤
順
男
議
員

12 3 2 2 1 1 1 22

900,000

900,000

241,310

417,923

76,882

736,115

163,885

225,000

225,000

16,500

20,000

153,164

17,050

9,378

28,380

244,472

0

150,000

150,000

11,000

140,000

151,000

0

150,000

150,000

11,000

94,270

1,425

106,695

43,305

75,000

75,000

122,640

122,640

0

75,000

75,000

5,500

90,149

95,649

0

75,000

75,000

5,500

24,640

21,568

51,708

23,292

1,650,000

1,650,000

290,810

20,000

1,018,146

17,050

112,325

49,948

1,508,279

230,482

調査研究費

研修費

広報費

広聴費

資料作成費

資料購入費

残　　額

主
な
使
用
内
容

計

計

所属議員数 （人）

※議会のホームページでも政務活動費の収支報告を掲載しています。

収
入

支

　
　
　
　

　出

・
会
派
報
発
行

・
パ
ソ
コ
ン
等
機
器
リ
ー
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・
会
派
報
発
行

・
資
料
書
籍
の
購
入

・
会
派
報
発
行

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
料

・
ホ
ー
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ペ
ー
ジ
作
成
、
更
新
、
維
持
経
費

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
料

・
議
会
活
動
報
告
発
行

・
議
会
活
動
報
告
発
行

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
料

・
資
料
書
籍
の
購
入

・
パ
ソ
コ
ン
等
機
器
リ
ー
ス

由利本荘市政務活動費交付金の執行状況（令和３年１１月～令和４年３月分）

令和３年度（令和３年１１月～令和４年３月分）

政務活動費の収支を報告します

（単位：円）

※残額分は市に返還し、交付額を超える支出については、各会派及び議員が負担しています。

※全ての会派等で要望・陳情活動費、会議費、人件費、事務所費への支出はありませんでした。

交付金
(１人月額１５,０００円交付)

プレミアム商品券事業

問 　事業の総額と概要はどうなっているか。

答 　プレミアム率３０％で総額４億円の商品券
を４万セット発行する。
　１人２セットまで購入可能であるが発行数
を超える申し込みがあった場合は抽選を実施
する。当選者へは、引換券を送付する。

　コロナの影響を受けた店舗の売上げおよび利

益増加の一助となることが目的です。 産

プレミアム商品券（見本）

高齢者スマートフォン購入費補助

問 　補助金申請までの流れはどのようになって

いるのか。

答 　助成対象は、マイナンバーカードの取得や
市税の滞納が無いことなど、８項目の条件を
満たす方となる。各条件については市広報や
ホームページをご参照いただきたい。

　１人あたり２万円を補助します。 総

ＨＰＶワクチンの接種委託料

問 　事業の内容は。

答 　子宮頸がんの原因となるヒトパピローマウ
イルスの感染を防ぐＨＰＶワクチン。
　積極的勧奨の差控えにより接種機会を逃
した方に対して、令和４年４月１日予防接種
法施行令一部改正により接種勧奨と接種を
行っている。予算総額１１８４万４千円である。

　平成９年度～平成１７年度生まれの女性が対

象者です。 教

小型動力ポンプ付き軽積載車
購入契約締結

問 　今後、消防団車両の更新は軽積載車となっ

ていくのか。

答

　消防団、小型動力ポンプ付き軽積載車を４台

購入します。 総

公の施設の指定管理者の指定

問 　指定管理者はどこになるのか。

答 　株式会社秋田ケーブルテレビが指定管理者
となる。指定の期間は令和５年４月１日から
令和１０年３月３１
日までの５年間で
ある。また、指
定管理料の提案
額は年額７０００万
円である。

　由利本荘市ＣＡＴＶセンターの指定管理者を

指定します。 総

ケーブルテレビ指定管理へ

　これまでの消防車両は中型免許が必要と
なる車両もある。
　軽積載車はオートマチック（AT）仕様で、
普通免許・ＡＴ限定免許でも運転可能となる。
今後も、普通免許証で運転可能な車両導入を
考えている。

導入される軽積載車
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5P 髙橋和子（高志会）
１．結婚新生活支援事業について 

２．市有財産の有効活用について

３．鳥海ダム周辺整備について

４．檜山滝周辺整備について

５．峰越林道手代線改良について

5P 小川幾代（立憲民主・きずな）
１．健康増進への取組について

２．熊の目撃情報の発信について

4P 正木修一（サキホコレ）

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

１．水田活用の直接支払交付金見直しによる

影響について

２．みどりの食料システム戦略への取組につ

いて

３．森林環境譲与税の使途について

４．民生委員・児童委員への支援について

５．ヤングケアラーへの支援について

６．新ごみ処理施設建設に伴う地域への貢献

策について

７．洋上風力発電運転開始遅れに伴う市の計

画について

6P 甫仮貴子（高志会）
１．縮減社会に立ち向かうために

２．健康づくりの取組について

３．防災への取組について

４．一番堰まちづくり事業について

５．男女共同参画への取組について

６．民生委員・児童委員の人員不足の解消と

活動の周知について

6P 松本学（市民の窓口）
１．春の鳥海山観光について

２．鳥海高原矢島スキー場の経営方針につい

て

３．小中学生のスキー体験の考えについて

一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

7P 泉谷赳馬（高志会）
１．本荘公園の駐車場について

２．消防活動情報の提供拡充を

３．ガス・水道事業のサービス向上を

４．雇用対策について

５．インターネットによる観光プロモーション

について

7P 佐々木隆一（日本共産党）
１．核保有・９条改正・佐竹知事の発言に抗

議すべき 
２．国民健康保険税について
３．消費税インボイスは零細業者を苦しめる

制度・市民への影響は
４．自転車の保険加入義務をどう進めるか
５．大雨などの備えは万全に
６．学校給食について

正木修一
（サキホコレ）

本
市
の
農
業
お
よ
び
畜
産
農
家

へ
与
え
る
影
響
と
支
援
策
の
考

え
は
。

畜
産
農
家
な
ど
へ
の
影
響
は
、

交
付
金
単
価
が
激
減
す
る
こ
と

に
よ
り
、
約
７
３
０
０
万
円
の
減
額
が

見
込
ま
れ
る
。
産
地
交
付
金
の
各
種
加

算
対
象
と
な
る
取
り
組
み
に
誘
導
を
図

っ
て
い
く
。

　
そ
ば
、
大
豆
な
ど
に
も
、
広
く
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
生
産
現
場
の
実

態
や
課
題
に
即
し
た
運
用
に
改
善
さ
れ

る
よ
う
に
、
関
係
省
庁
に
働
き
か
け
て

い
く
。

問答 水
田
活
用
の

　直
接
支
払
交
付
金
見
直
し

8P 大友孝徳（市民の窓口）
１．「住んで良かったと心から言える快適なま

ち」を目指すなら、障がい者の方も議会を
見られるように

２．ゆりほんテレビをもっとご視聴いただくために
３．避難所に備蓄されている非常食について
４．市窓口職員の昼食休憩について
５．市当局のウェブ会議への対応について
６．小形風力発電施設建設等に関するガイド

ラインについて

8P 阿部十全（立憲民主・きずな）
１．羽後本荘駅舎周辺及び中心市街地の活性

化について
２．日本一のホームページを目指すについて
３．風力発電について
４．チルドレンファーストのまちづくりについて
５．コロナ感染症の影響による精神的支援に

ついて

多
岐
に
わ
た
る
活
動
に
、
充
分

な
支
援
・
連
携
体
制
は
整
っ
て

い
る
の
か
。

対
応
が
必
要
と
考
え
る
案
件
に

対
し
て
は
、
関
係
機
関
に
情
報

提
供
を
行
い
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
市
の
総
合
相
談
担
当
と
民
生
・

児
童
委
員
が
、
協
働
で
包
括
的
な
支
援

に
あ
た
る
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

問答

民
生
・
児
童
委
員
確
保
策
は
。

５
月
１
日
時
点
で
、
定
数
２
８

６
人
に
対
し
２
７
５
人
で
11
人

が
欠
員
と
な
っ
て
い
る
。
各
町
内
会
か

ら
推
薦
を
受
け
た
候
補
と
な
る
方
に
、

役
割
や
職
務
、
活
動
の
意
義
を
充
分
理

解
し
て
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
不
安
の
な

い
活
動
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

問答 民
生
・
児
童
委
員
へ
の
支
援
は

地
域
に
対
し
て
の
地
域
活
性
化

策
な
ど
貢
献
策
の
考
え
は
。

現
在
策
定
中
の
基
本
計
画
の
中

で
検
討
を
進
め
て
お
り
、
災
害

時
に
お
け
る
避
難
場
所
や
、
環
境
学
習

拠
点
の
機
能
を
併
せ
持
つ
施
設
を
目
指

し
て
い
る
。

　「
処
理
施
設
整
備
・
運
営
検
討
委
員

会
」
を
新
た
に
設
置
し
、
地
域
活
性
化
、

地
域
貢
献
策
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

く
。 問答 新

ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

大幅な減額となる多年生牧草

左から  佐々木隆一議員、伊藤順男議員

　第９８回全国市議会議長会定期総会が
５月２５日東京都内で開催され、永年にわ
たる市議会議員としての功績が認められ、
２人の議員が表彰されました。

永 年 勤 続 議 員 表 彰

●在職２０年以上

　　伊　藤　順　男　氏
　　佐々木　隆　一　氏

■教育委員会委員（任期：４年）

　小坂　綾子　氏（再任）本荘地域中梵天

陳　情　結　果

採　　択

○陳情第３号
　教職員定数改善と義務教育費国庫負担割合引上げ
　を図るための２０２３年度政府予算に係る意見書提
　出についての陳情

秋田県教職員組合　執行委員長　櫻田憂子

不 採 択

○陳情第２号
　国民の祝日「海の日」の７月20日への固定化を求め
　る意見書提出についての陳情

　海事振興連盟　会長　衛藤征士郎

◆矢島小学校改築建築主体工事請負契約

　の締結について

　契約金額：１４億３８６９万円
　契約の相手方：山科建設・伊藤建友・三浦工務店
　特定建設工事共同企業体
　代表者　山科建設株式会社　代表取締役　山科優
◆本荘東中学校区統合小学校建設用地造成工事請負

　契約の締結について

　契約金額：３億７７８万円
　契約の相手方：三浦・山勇・大沼建設工事共同企
　業体
　代表者　株式会社三浦組　代表取締役　三浦正光

契約締結（主なもの）

人　事　案　件

こ さか こあや

●由利本荘市鶴舞温泉及び休養施設条例
　等の一部を改正する条例
●由利本荘市武道館条例の一部を改正する条例

条例関係（主なもの）

同意

可決
○委員会発案第１号
　教職員定数改善と義務教育費国庫負担割合引上げ
　を図るための令和５年度政府予算に係る意見書の
　提出について

委 員 会 発 案 可決

可決6月定例会

委員会発案
第１号

意見書提出

衆議院議長・参議院議長・内閣総理大
臣・総務大臣・財務大臣・文部科学大
臣
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海底調査のためのやぐら

構
造
上
、
車
椅
子
で
の
傍
聴
席

入
場
が
無
理
な
ら
、
無
料
で
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
す

べ
き
で
は
。

障
が
い
者
の
等
級
に
応
じ
た
減

免
制
度
を
利
用
し
て
視
聴
し
て

欲
し
い
。

問答 障
が
い
者
の
か
た
も

　議
会
を
見
ら
れ
る
よ
う
に

由
利
本
荘
市
総
合
計
画
新
創
造

ビ
ジ
ョ
ン
の
商
業
ゾ
ー
ン
形
成

の
具
体
策
は
。

「
商
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
す

る
商
業
ゾ
ー
ン
の
形
成
」
の
目

標
を
掲
げ
、
創
業
支
援
や
販
路
拡
大
、

事
業
継
承
な
ど
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
応

じ
た
事
業
者
支
援
施
策
を
講
じ
る
。

　
地
域
経
済
の
活
性
化
を
促
し
、
事
業

者
を
増
や
し
、
事
業
者
間
の
連
携
が
商

業
ゾ
ー
ン
の
形
成
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。 問答 羽

後
本
荘
駅
舎
周
辺
お
よ
び

　　中
心
市
街
地
の
活
性
化
は

心
が
病
ん
で
し
ま
っ
た
人
々
へ

の
精
神
的
な
支
援
の
計
画
は
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
心
身

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
た
人
の
報
告
は
な
い
。

　
感
染
の
心
配
や
健
康
相
談
な
ど
に
つ

問答 コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

　
　
　
　
　
　精
神
的
支
援
は

ゆ
り
ほ
ん
テ
レ
ビ
の
指
定
管
理

移
行
前
の
今
こ
そ
、
本
荘
地
区

な
ど
の
市
民
に
加
入
を
お
願
い
し
「
ふ

る
さ
と
愛
の
醸
成
」
の
核
と
す
べ
き
で

は
。

指
定
管
理
後
も
、
本
市
の
今
を

知
り
、
本
市
の
将
来
を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
情
報
発
信
し
、
多
く

の
市
民
に
視
聴
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努

め
る
。

問答 ゆ
り
ほ
ん
テ
レ
ビ
を
も
っ
と

ご
視
聴
い
た
だ
く
た
め
に
は

大友孝徳
（市民の窓口）

阿部十全
（立憲民主・きずな）

現
在
の
届
出
数
と
遵
守
状
況
は
。

「
住
宅
等
か
ら
の
距
離
を
２
０

０
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
る
こ
と
」
が
守

ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
。

市
に
届
け
出
が
あ
る
28
施
設
中

完
了
報
告
書
提
出
は
13
施
設
で

あ
る
。「
２
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ

る
こ
と
」
を
遵
守
し
て
い
な
い
施
設
は

23
有
り
、
居
住
者
か
ら
必
要
な
承
諾
も

し
く
は
同
意
な
ど
の
報
告
が
な
さ
れ
て

い
る
の
は
６
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

問答

健
康
被
害
者
５
人
が
小
形
風
力

発
電
施
設
の
騒
音
に
苦
し
ん
で

い
る
。
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た

め
に
、
も
っ
と
拘
束
力
を
も
つ
「
条
例
」

に
す
べ
き
で
は
。

条
例
化
す
る
と
土
地
所
有
者
、

事
業
者
の
権
利
を
不
当
に
制
限

す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
訴
訟
リ
ス
ク

が
懸
念
さ
れ
る
た
め
考
え
て
い
な
い
。

問答 小
形
風
力
発
電
施
設
建
設
等
に

　関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

　
　
　
　遵
守
さ
れ
て
い
る
か

住居に近い小形風力発電施設

ここが聞きたい
一 般 質 問

髙橋和子
（高志会）

活
用
し
て
い
な
い
行
政
財
産
は

積
極
的
に
貸
出
し
財
産
負
担
の

軽
減
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

活
用
さ
れ
て
い
な
い
市
有
財
産

が
多
数
あ
る
。
普
通
財
産
に
用

途
変
更
し
て
対
応
す
る
。

問答 市
有
財
産
を

　
　
　
　有
効
活
用
す
べ
き

小川幾代
（立憲民主・きずな）

本
庁
と
総
合
支
所
で
、
ク
マ
の

目
撃
情
報
を
発
信
す
る
判
断
基

準
が
異
な
る
の
で
は
な
い
か
。

対
応
に
つ
い
て
、
本
庁
と
総
合

支
所
が
共
通
認
識
で
行
っ
て
い

る
が
、
目
撃
者
か
ら
の
情
報
が
１
日
以

上
前
の
も
の
で
あ
っ
た
り
、
人
家
か
ら

遠
く
離
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
な
ど
は
情
報

伝
達
の
範
囲
を
限
定
す
る
場
合
も
あ
る
。

　
今
年
に
入
り
、
生
活
圏
で
の
目
撃
情

報
が
多
く
な
り
、
５
月
10
日
よ
り
24
時

間
以
内
の
目
撃
情
報
は
全
て
防
災
メ
ー

ル
と
市
の
ラ
イ
ン
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で

発
信
す
る
こ
と
に
し
た
。

問答 ク
マ
の
目
撃
情
報
の
発
信
は

ハ
ー
ド
面
は
進
捗
し
て
い
る
が
、

ソ
フ
ト
面
の
全
体
利
活
用
は
示

さ
れ
て
い
な
い
。

鳥
海
山
麓
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ

ー
運
営
検
討
委
員
会
で
協
議
し

て
い
る
。

問答

国
定
公
園
内
な
の
で
規
制
が
あ

る
。
早
く
計
画
を
策
定
し
実
施

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

今
年
度
は
具
体
的
な
内
容
を
詰

め
て
い
く
。
来
年
度
以
降
は
、

国
や
県
と
の
協
議
を
経
て
実
施
段
階
に

入
る
の
で
遠
く
な
い
時
期
に
詳
細
を
説

明
で
き
る
。

問

答

鳥
海
ダ
ム
周
辺
整
備
は

周
辺
を
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー

の
拠
点
と
な
る
よ
う
再
整
備
を

進
め
る
と
の
こ
と
だ
が
、
観
光
産
業
に

結
び
つ
け
て
い
く
と
の
認
識
か
。

鳥
海
山
を
核
と
し
た
観
光
振
興

を
進
め
て
い
る
。
そ
の
中
心
が

法
体
園
地
で
あ
る
。
周
辺
に
拡
大
し
て

い
き
環
鳥
海
と
い
う
大
き
な
エ
リ
ア
で

も
対
応
で
き
る
よ
う
な
も
の
に
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。

問答

観
光
も
大
事
だ
が
「
学
び
」
と

い
う
視
点
も
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
い
か
が
か
。

子
ど
も
た
ち
の
学
び
に
結
び
つ

け
て
い
く
よ
う
な
視
点
で
対
応

し
て
い
く
。

問答

財
源
な
ど
の
検
討
は
行
わ
れ
て

い
る
か
。

計
画
の
中
で
検
討
し
て
い
く
が
、

ダ
ム
補
償
費
を
財
源
と
し
た
基

金
、
有
利
な
地
方
債
、
国
の
補
助
な
ど

を
取
り
入
れ
市
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ

う
対
応
し
て
い
く
。

問答

市
の
人
間
ド
ッ
ク
は
個
人
で
申

し
込
む
よ
り
も
安
い
場
合
が
あ

り
、
対
象
年
齢
は
３０
歳
か
ら
で
あ
る
。

利
便
性
の
た
め
申
込
期
間
の
延
長
と
新

た
な
周
知
の
取
り
組
み
を
。

１
月
末
と
し
て
い
る
の
は
４
月

早
々
か
ら
受
診
で
き
る
よ
う
、

ま
た
実
施
医
療
機
関
な
ど
に
て
実
施
日

の
取
り
ま
と
め
や
、
調
整
に
要
す
る
時

間
の
確
保
の
た
め
で
あ
る
。

　
周
知
に
つ
い
て
は
、
ス
ー
パ
ー
な
ど

の
店
舗
、
公
共
施
設
へ
の
受
診
勧
奨
の

案
内
掲
示
な
ど
充
実
に
努
め
る
。

問答

３９
歳
以
下
の
自
営
業
者
・
未
就

労
者
・
社
保
な
ど
加
入
の
被
保

険
者
の
扶
養
者
を
想
定
し
た
、
健
康
診

査
の
実
施
を
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
特
定

健
康
診
査
の
受
診
率
は
30
％
程

度
で
、
受
診
率
の
向
上
が
重
要
課
題
で

あ
る
。
39
歳
以
下
の
方
に
対
す
る
健
康

診
査
の
実
施
は
財
政
負
担
が
新
た
に
生

じ
る
こ
と
、
県
内
外
の
自
治
体
の
取
り

組
み
を
参
考
に
、
対
象
年
齢
、
検
査
項

目
を
研
究
し
て
い
く
。

問答 健
康
増
進
の
取
組
は

風
力
発
電
に
つ
い
て

クマ目撃情報を
消防・防災メール
ＬＩＮＥ公式アカウント
で発信しています

ご登録ください！

消防・防災メール LINE公式アカウント

い
て
は
、
保
健
師
が
随
時
対
応
し
て
い

る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
不
安
や
悩
み

を
抱
え
て
い
る
人
た
ち
が
、
気
軽
に
相

談
で
き
る
よ
う
に
周
知
し
て
い
く
。

落
札
売
電
価
格
が
低
く
な
っ
た

た
め
、
出
捐
金
が
当
初
よ
り
落

ち
込
む
が
、
地
域
振
興
策
へ
の
影
響
は
。

地
域
振
興
策
な
ど
が
十
分
に
展

開
で
き
る
の
か
な
ど
、
漁
業
関

係
者
や
地
元
産
業
界
か
ら
心
配
の
声
が

あ
る
。
地
域
と
の
共
存
共
栄
に
つ
な
が

る
貢
献
策
と
な
る
よ
う
、
選
定
事
業
者

や
漁
業
関
係
者
な
ど
と
協
議
し
て
い
く
。

問答

再
エ
ネ
賦
課
金
の
一
部
を
市
が

助
成
す
る
制
度
の
考
え
は
。

再
エ
ネ
賦
課
金
の
上
昇
が
市
民

生
活
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
実

情
は
認
識
し
て
い
る
も
の
の
、
全
国
一

律
の
単
価
で
、
広
く
国
民
が
負
担
す
る

こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
市
民
に
直

接
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

問答



66

ここが聞きたい
一 般 質 問

泉谷赳馬
（高志会）

佐々木隆一
（日本共産党）

電
子
部
品
大
手
企
業
の
雇
用
拡

大
に
よ
り
雇
用
が
増
え
る
の
は

喜
ば
し
い
が
、
特
に
地
元
建
設
業
の
人

手
不
足
は
顕
著
で
あ
る
。
地
元
企
業
の

雇
用
確
保
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

今
後
も
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
商

工
会
、
県
な
ど
と
緊
密
に
連
携

し
、
地
元
企
業
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る

場
の
創
出
や
効
果
的
な
情
報
提
供
を
行

う
な
ど
、
地
元
企
業
の
雇
用
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

問答

「
行
動
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
」
な
ど

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
を
図
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

「
行
動
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
」
は

多
額
の
広
告
宣
伝
費
が
求
め
ら

れ
る
の
で
、
取
り
組
む
に
は
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　
県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
閲
覧
デ
ー
タ
を
分
析

し
、
閲
覧
者
に
対
し
有
効
な
情
報
提
供

が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
は
そ
の

よ
う
な
先
端
技
術
を
情
報
発
信
に
活
用

す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
る
。

問答

地
元
企
業
の
雇
用
確
保
は

学
校
給
食
法
は
食
を
通
じ
た
子

ど
も
の
心
身
の
健
全
な
発
達
を

目
的
と
し
食
育
の
推
進
を
う
た
っ
て
お

り
給
食
は
教
育
の
一
環
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
る
。

　
県
内
で
は
八
郎
潟
町
、
東
成
瀬
村
な

ど
が
全
額
補
助
、
三
種
町
は
第
一
子
、

第
二
子
が
半
額
免
除
、
第
三
子
以
降
が

全
額
免
除
で
あ
る
。
本
市
で
も
無
料
化

に
向
け
て
検
討
さ
れ
な
い
か
。

全
国
で
は
無
料
化
し
て
い
る
自

治
体
は
４
・
４
％
と
非
常
に
少

な
い
状
況
で
あ
り
、
県
内
で
実
施
し
て

い
る
の
は
児
童
生
徒
数
３
０
０
人
以
下

の
自
治
体
と
な
っ
て
い
る
。

　
給
食
の
無
料
化
に
つ
い
て
は
国
の
方

針
や
全
国
的
な
状
況
を
見
定
め
な
が
ら

総
合
的
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問答 学
校
給
食
無
料
化
に
向
け
て

観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ

い
て
、
地
元
の
若
者
や
地
元
ク

リ
エ
イ
タ
ー
な
ど
も
携
わ
り
様
々
な
視

点
に
よ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
化
を
図

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

今
年
度
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

必
要
と
す
る
情
報
な
ど
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
と
観

光
協
会
か
ら
聞
い
て
お
り
、
由
利
本
荘

問答 観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
充
実
化
は

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
会
議
の
メ
ン
バ
ー
か

ら
も
感
想
や
意
見
を
も
ら
う
こ
と
な
ど

も
検
討
し
、
充
実
化
を
促
す
。

観光協会ホームページ

佐
竹
知
事
は
月
刊
誌
で
核
兵
器

の
保
有
に
つ
い
て
議
論
す
べ
き

と
し
て
「
日
本
人
を
平
和
ボ
ケ
に
し
た

憲
法
９
条
は
改
正
す
べ
き
。
核
兵
器
保

有
含
め
議
論
を
」
な
ど
の
発
言
に
県
民

の
怒
り
の
声
が
相
次
い
で
い
る
。

　
知
事
の
発
言
は
県
議
会
が
９５
年
に
決

議
し
た
県
の
「
非
核
、
平
和
宣
言
」
に

背
く
も
の
で
あ
り
平
和
を
願
う
県
民
を

一
顧
だ
に
し
な
い
妄
言
で
あ
り
厳
重
に

抗
議
す
べ
き
で
あ
る
。

ひ
と
り
の
政
治
家
と
し
て
の
見

識
を
表
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
り

発
言
の
是
非
に
つ
い
て
は
差
し
控
え
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

　
戦
争
の
悲
劇
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら

な
い
と
の
揺
る
ぎ
な
い
思
い
を
胸
に
平

和
の
尊
さ
を
次
世
代
へ
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答 核
保
有
、
９
条
改
正
、

佐
竹
知
事
発
言
に
抗
議
す
べ
き
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「
由
利
本
荘
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
」
で
は
２０
年
の
長

期
的
視
点
で
市
所
有
施
設
の
縮
減
を
目

指
し
て
い
る
。
そ
の
方
向
性
や
計
画
を

早
期
に
住
民
と
共
有
し
、
施
設
の
在
り

方
を
模
索
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

施
設
の
統
廃
合
に
あ
た
っ
て
は
、

施
設
の
目
的
な
ど
を
踏
ま
え
、

地
域
間
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
も
配
慮
し
検

討
す
る
。
必
要
に
応
じ
地
域
に
出
向
き

説
明
し
て
い
く
。

問答 公
共
施
設
の

　
　
統
廃
合
計
画
の
共
有
を

口
腔
の
健
康
は
全
身
の
健
康
と

も
相
関
が
あ
り
、
幼
少
期
か
ら

の
健
康
観
の
醸
成
、
健
康
寿
命
の
延
伸

に
も
重
要
で
あ
る
。
口
腔
の
専
門
職
で

あ
る
歯
科
衛
生
士
の
定
期
雇
用
に
よ
り
、

歯
科
保
健
事
業
の
持
続
的
か
つ
効
果
的

実
施
が
可
能
と
思
わ
れ
る
が
。

現
在
、
歯
科
衛
生
士
は
健
診
な

ど
の
事
業
時
の
み
の
雇
用
で
あ

る
。
口
腔
の
健
康
相
談
は
保
健
師
が
随

時
対
応
し
て
い
る
。

　
来
年
度
、「
健
康
由
利
本
荘
二
十
一

計
画
」
の
評
価
に
際
し
、
歯
科
衛
生
士

の
業
務
内
容
や
量
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

問

答

専
門
職
に
よ
る

　
　
　
口
腔
の
健
康
支
援
を

ま
ち
づ
く
り
事
業
周
辺
の
道
路

に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
の
通
学

の
安
全
確
保
の
た
め
の
計
画
は
。

市
道
一
番
堰
薬
師
堂
線
お
よ
び

薬
師
堂
25
号
線
の
歩
道
設
置
を

含
め
た
整
備
、
ま
た
接
続
さ
れ
る
市
道

松
街
道
線
や
国
道
１
０
８
号
交
差
点
へ

の
信
号
機
設
置
に
つ
い
て
公
安
委
員
会

と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

答 一
番
堰
ま
ち
づ
く
り
事
業
周
辺
の

　
　
　
　
通
学
路
の
安
全
確
保
を

問

冬
の
観
光
の
要
、
矢
島
ス
キ
ー

場
は
大
学
生
や
地
元
市
民
の
利

用
が
増
え
て
い
る
が
、
経
営
は
縮
少
さ

れ
て
い
る
。
今
こ
そ
成
長
路
線
へ
と
向

か
う
べ
き
で
は
。

　
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
制
作

過
程
は
。経

営
上
新
た
な
設
備
投
資
は
困

難
な
状
況
に
あ
る
が
、
今
後
も

利
用
者
な
ど
の
意
見
や
要
望
に
対
し
、

真
摯
に
検
討
を
加
え
、
情
報
発
信
に
努

め
積
極
的
な
経
営
に
取
り
組
む
。

　
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
地
元

業
者
に
委
託
し
、
職
員
と
業
者
が
協
議

を
行
い
作
成
し
て
い
る
。

問答 鳥
海
高
原
矢
島
ス
キ
ー
場
の

　
　
　
　
　
　
経
営
方
針
は

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
地
域

な
ら
で
は
の
冬
の
ス
キ
ー
体
験

は
大
変
重
要
な
学
び
と
な
る
。
児
童
数

の
減
少
に
対
し
豊
富
な
指
導
者
が
い
る
。

今
こ
そ
実
現
を
。

学
校
行
事
や
授
業
で
の
ス
キ
ー

体
験
は
、
事
前
の
準
備
や
指
導

時
間
の
制
約
、
ウ
エ
ア
の
経
費
な
ど
保

護
者
へ
の
配
慮
か
ら
、
全
て
の
学
校
で

取
り
入
れ
る
の
は
難
し
い
。

答 市
内
全
小
中
学
生
に

　
　
　
　
ス
キ
ー
の
体
験
を

問

甫仮貴子
（高志会）

松本学
（市民の窓口）

歯と口腔の健康を守る歯科衛生士

１
年
で
一
番
の
利
用
者
を
迎
え

る
春
の
鳥
海
山
は
観
光
の
目
玉

で
あ
る
。
矢
島
登
山
道
の
ト
イ
レ
の
修

繕
、
道
路
開
通
や
環
鳥
海
エ
リ
ア
の
情

報
の
収
集
、
発
信
を
強
化
す
る
べ
き
で

は
。

山
に
お
け
る
ト
イ
レ
の
存
在
は

非
常
に
大
切
な
セ
ー
ル
ス
ポ
イ

ン
ト
で
あ
り
、
速
や
か
な
設
置
と
快
適

に
使
え
る
よ
う
努
め
る
。
さ
ま
ざ
ま
な

連
携
不
足
を
十
分
に
検
証
し
、
関
係
部

署
、
環
鳥
海
エ
リ
ア
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
、
誘
客
に
つ
な
が
る
情
報
発
信
、

Ｐ
Ｒ
の
研
究
を
深
め
て
い
く
。

問答 春
の
鳥
海
山
観
光

春の鳥海山登山者
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ここが聞きたい
一 般 質 問

泉谷赳馬
（高志会）

佐々木隆一
（日本共産党）

電
子
部
品
大
手
企
業
の
雇
用
拡

大
に
よ
り
雇
用
が
増
え
る
の
は

喜
ば
し
い
が
、
特
に
地
元
建
設
業
の
人

手
不
足
は
顕
著
で
あ
る
。
地
元
企
業
の

雇
用
確
保
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

今
後
も
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
商

工
会
、
県
な
ど
と
緊
密
に
連
携

し
、
地
元
企
業
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る

場
の
創
出
や
効
果
的
な
情
報
提
供
を
行

う
な
ど
、
地
元
企
業
の
雇
用
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

問答

「
行
動
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
」
な
ど

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
を
図
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

「
行
動
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
」
は

多
額
の
広
告
宣
伝
費
が
求
め
ら

れ
る
の
で
、
取
り
組
む
に
は
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　
県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
閲
覧
デ
ー
タ
を
分
析

し
、
閲
覧
者
に
対
し
有
効
な
情
報
提
供

が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
は
そ
の

よ
う
な
先
端
技
術
を
情
報
発
信
に
活
用

す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
る
。

問答

地
元
企
業
の
雇
用
確
保
は

学
校
給
食
法
は
食
を
通
じ
た
子

ど
も
の
心
身
の
健
全
な
発
達
を

目
的
と
し
食
育
の
推
進
を
う
た
っ
て
お

り
給
食
は
教
育
の
一
環
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
る
。

　
県
内
で
は
八
郎
潟
町
、
東
成
瀬
村
な

ど
が
全
額
補
助
、
三
種
町
は
第
一
子
、

第
二
子
が
半
額
免
除
、
第
三
子
以
降
が

全
額
免
除
で
あ
る
。
本
市
で
も
無
料
化

に
向
け
て
検
討
さ
れ
な
い
か
。

全
国
で
は
無
料
化
し
て
い
る
自

治
体
は
４
・
４
％
と
非
常
に
少

な
い
状
況
で
あ
り
、
県
内
で
実
施
し
て

い
る
の
は
児
童
生
徒
数
３
０
０
人
以
下

の
自
治
体
と
な
っ
て
い
る
。

　
給
食
の
無
料
化
に
つ
い
て
は
国
の
方

針
や
全
国
的
な
状
況
を
見
定
め
な
が
ら

総
合
的
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問答 学
校
給
食
無
料
化
に
向
け
て

観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ

い
て
、
地
元
の
若
者
や
地
元
ク

リ
エ
イ
タ
ー
な
ど
も
携
わ
り
様
々
な
視

点
に
よ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
化
を
図

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

今
年
度
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

必
要
と
す
る
情
報
な
ど
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
と
観

光
協
会
か
ら
聞
い
て
お
り
、
由
利
本
荘

問答 観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
充
実
化
は

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
会
議
の
メ
ン
バ
ー
か

ら
も
感
想
や
意
見
を
も
ら
う
こ
と
な
ど

も
検
討
し
、
充
実
化
を
促
す
。

観光協会ホームページ

佐
竹
知
事
は
月
刊
誌
で
核
兵
器

の
保
有
に
つ
い
て
議
論
す
べ
き

と
し
て
「
日
本
人
を
平
和
ボ
ケ
に
し
た

憲
法
９
条
は
改
正
す
べ
き
。
核
兵
器
保

有
含
め
議
論
を
」
な
ど
の
発
言
に
県
民

の
怒
り
の
声
が
相
次
い
で
い
る
。

　
知
事
の
発
言
は
県
議
会
が
９５
年
に
決

議
し
た
県
の
「
非
核
、
平
和
宣
言
」
に

背
く
も
の
で
あ
り
平
和
を
願
う
県
民
を

一
顧
だ
に
し
な
い
妄
言
で
あ
り
厳
重
に

抗
議
す
べ
き
で
あ
る
。

ひ
と
り
の
政
治
家
と
し
て
の
見

識
を
表
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
り

発
言
の
是
非
に
つ
い
て
は
差
し
控
え
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

　
戦
争
の
悲
劇
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら

な
い
と
の
揺
る
ぎ
な
い
思
い
を
胸
に
平

和
の
尊
さ
を
次
世
代
へ
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答 核
保
有
、
９
条
改
正
、

佐
竹
知
事
発
言
に
抗
議
す
べ
き
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「
由
利
本
荘
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
」
で
は
２０
年
の
長

期
的
視
点
で
市
所
有
施
設
の
縮
減
を
目

指
し
て
い
る
。
そ
の
方
向
性
や
計
画
を

早
期
に
住
民
と
共
有
し
、
施
設
の
在
り

方
を
模
索
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

施
設
の
統
廃
合
に
あ
た
っ
て
は
、

施
設
の
目
的
な
ど
を
踏
ま
え
、

地
域
間
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
も
配
慮
し
検

討
す
る
。
必
要
に
応
じ
地
域
に
出
向
き

説
明
し
て
い
く
。

問答 公
共
施
設
の

　
　
統
廃
合
計
画
の
共
有
を

口
腔
の
健
康
は
全
身
の
健
康
と

も
相
関
が
あ
り
、
幼
少
期
か
ら

の
健
康
観
の
醸
成
、
健
康
寿
命
の
延
伸

に
も
重
要
で
あ
る
。
口
腔
の
専
門
職
で

あ
る
歯
科
衛
生
士
の
定
期
雇
用
に
よ
り
、

歯
科
保
健
事
業
の
持
続
的
か
つ
効
果
的

実
施
が
可
能
と
思
わ
れ
る
が
。

現
在
、
歯
科
衛
生
士
は
健
診
な

ど
の
事
業
時
の
み
の
雇
用
で
あ

る
。
口
腔
の
健
康
相
談
は
保
健
師
が
随

時
対
応
し
て
い
る
。

　
来
年
度
、「
健
康
由
利
本
荘
二
十
一

計
画
」
の
評
価
に
際
し
、
歯
科
衛
生
士

の
業
務
内
容
や
量
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

問

答

専
門
職
に
よ
る

　
　
　
口
腔
の
健
康
支
援
を

ま
ち
づ
く
り
事
業
周
辺
の
道
路

に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
の
通
学

の
安
全
確
保
の
た
め
の
計
画
は
。

市
道
一
番
堰
薬
師
堂
線
お
よ
び

薬
師
堂
25
号
線
の
歩
道
設
置
を

含
め
た
整
備
、
ま
た
接
続
さ
れ
る
市
道

松
街
道
線
や
国
道
１
０
８
号
交
差
点
へ

の
信
号
機
設
置
に
つ
い
て
公
安
委
員
会

と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

答 一
番
堰
ま
ち
づ
く
り
事
業
周
辺
の

　
　
　
　
通
学
路
の
安
全
確
保
を

問

冬
の
観
光
の
要
、
矢
島
ス
キ
ー

場
は
大
学
生
や
地
元
市
民
の
利

用
が
増
え
て
い
る
が
、
経
営
は
縮
少
さ

れ
て
い
る
。
今
こ
そ
成
長
路
線
へ
と
向

か
う
べ
き
で
は
。

　
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
制
作

過
程
は
。経

営
上
新
た
な
設
備
投
資
は
困

難
な
状
況
に
あ
る
が
、
今
後
も

利
用
者
な
ど
の
意
見
や
要
望
に
対
し
、

真
摯
に
検
討
を
加
え
、
情
報
発
信
に
努

め
積
極
的
な
経
営
に
取
り
組
む
。

　
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
地
元

業
者
に
委
託
し
、
職
員
と
業
者
が
協
議

を
行
い
作
成
し
て
い
る
。

問答 鳥
海
高
原
矢
島
ス
キ
ー
場
の

　
　
　
　
　
　
経
営
方
針
は

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
地
域

な
ら
で
は
の
冬
の
ス
キ
ー
体
験

は
大
変
重
要
な
学
び
と
な
る
。
児
童
数

の
減
少
に
対
し
豊
富
な
指
導
者
が
い
る
。

今
こ
そ
実
現
を
。

学
校
行
事
や
授
業
で
の
ス
キ
ー

体
験
は
、
事
前
の
準
備
や
指
導

時
間
の
制
約
、
ウ
エ
ア
の
経
費
な
ど
保

護
者
へ
の
配
慮
か
ら
、
全
て
の
学
校
で

取
り
入
れ
る
の
は
難
し
い
。

答 市
内
全
小
中
学
生
に

　
　
　
　
ス
キ
ー
の
体
験
を

問

甫仮貴子
（高志会）

松本学
（市民の窓口）

歯と口腔の健康を守る歯科衛生士

１
年
で
一
番
の
利
用
者
を
迎
え

る
春
の
鳥
海
山
は
観
光
の
目
玉

で
あ
る
。
矢
島
登
山
道
の
ト
イ
レ
の
修

繕
、
道
路
開
通
や
環
鳥
海
エ
リ
ア
の
情

報
の
収
集
、
発
信
を
強
化
す
る
べ
き
で

は
。

山
に
お
け
る
ト
イ
レ
の
存
在
は

非
常
に
大
切
な
セ
ー
ル
ス
ポ
イ

ン
ト
で
あ
り
、
速
や
か
な
設
置
と
快
適

に
使
え
る
よ
う
努
め
る
。
さ
ま
ざ
ま
な

連
携
不
足
を
十
分
に
検
証
し
、
関
係
部

署
、
環
鳥
海
エ
リ
ア
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
、
誘
客
に
つ
な
が
る
情
報
発
信
、

Ｐ
Ｒ
の
研
究
を
深
め
て
い
く
。

問答 春
の
鳥
海
山
観
光

春の鳥海山登山者
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海底調査のためのやぐら

構
造
上
、
車
椅
子
で
の
傍
聴
席

入
場
が
無
理
な
ら
、
無
料
で
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
す

べ
き
で
は
。

障
が
い
者
の
等
級
に
応
じ
た
減

免
制
度
を
利
用
し
て
視
聴
し
て

欲
し
い
。

問答 障
が
い
者
の
か
た
も

　議
会
を
見
ら
れ
る
よ
う
に

由
利
本
荘
市
総
合
計
画
新
創
造

ビ
ジ
ョ
ン
の
商
業
ゾ
ー
ン
形
成

の
具
体
策
は
。

「
商
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
す

る
商
業
ゾ
ー
ン
の
形
成
」
の
目

標
を
掲
げ
、
創
業
支
援
や
販
路
拡
大
、

事
業
継
承
な
ど
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
応

じ
た
事
業
者
支
援
施
策
を
講
じ
る
。

　
地
域
経
済
の
活
性
化
を
促
し
、
事
業

者
を
増
や
し
、
事
業
者
間
の
連
携
が
商

業
ゾ
ー
ン
の
形
成
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。 問答 羽

後
本
荘
駅
舎
周
辺
お
よ
び

　　中
心
市
街
地
の
活
性
化
は

心
が
病
ん
で
し
ま
っ
た
人
々
へ

の
精
神
的
な
支
援
の
計
画
は
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
心
身

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
た
人
の
報
告
は
な
い
。

　
感
染
の
心
配
や
健
康
相
談
な
ど
に
つ

問答 コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

　
　
　
　
　
　精
神
的
支
援
は

ゆ
り
ほ
ん
テ
レ
ビ
の
指
定
管
理

移
行
前
の
今
こ
そ
、
本
荘
地
区

な
ど
の
市
民
に
加
入
を
お
願
い
し
「
ふ

る
さ
と
愛
の
醸
成
」
の
核
と
す
べ
き
で

は
。

指
定
管
理
後
も
、
本
市
の
今
を

知
り
、
本
市
の
将
来
を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
情
報
発
信
し
、
多
く

の
市
民
に
視
聴
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努

め
る
。

問答 ゆ
り
ほ
ん
テ
レ
ビ
を
も
っ
と

ご
視
聴
い
た
だ
く
た
め
に
は

大友孝徳
（市民の窓口）

阿部十全
（立憲民主・きずな）

現
在
の
届
出
数
と
遵
守
状
況
は
。

「
住
宅
等
か
ら
の
距
離
を
２
０

０
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
る
こ
と
」
が
守

ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
。

市
に
届
け
出
が
あ
る
28
施
設
中

完
了
報
告
書
提
出
は
13
施
設
で

あ
る
。「
２
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ

る
こ
と
」
を
遵
守
し
て
い
な
い
施
設
は

23
有
り
、
居
住
者
か
ら
必
要
な
承
諾
も

し
く
は
同
意
な
ど
の
報
告
が
な
さ
れ
て

い
る
の
は
６
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

問答

健
康
被
害
者
５
人
が
小
形
風
力

発
電
施
設
の
騒
音
に
苦
し
ん
で

い
る
。
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た

め
に
、
も
っ
と
拘
束
力
を
も
つ
「
条
例
」

に
す
べ
き
で
は
。

条
例
化
す
る
と
土
地
所
有
者
、

事
業
者
の
権
利
を
不
当
に
制
限

す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
訴
訟
リ
ス
ク

が
懸
念
さ
れ
る
た
め
考
え
て
い
な
い
。

問答 小
形
風
力
発
電
施
設
建
設
等
に

　関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

　
　
　
　遵
守
さ
れ
て
い
る
か

住居に近い小形風力発電施設

ここが聞きたい
一 般 質 問

髙橋和子
（高志会）

活
用
し
て
い
な
い
行
政
財
産
は

積
極
的
に
貸
出
し
財
産
負
担
の

軽
減
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

活
用
さ
れ
て
い
な
い
市
有
財
産

が
多
数
あ
る
。
普
通
財
産
に
用

途
変
更
し
て
対
応
す
る
。

問答 市
有
財
産
を

　
　
　
　有
効
活
用
す
べ
き

小川幾代
（立憲民主・きずな）

本
庁
と
総
合
支
所
で
、
ク
マ
の

目
撃
情
報
を
発
信
す
る
判
断
基

準
が
異
な
る
の
で
は
な
い
か
。

対
応
に
つ
い
て
、
本
庁
と
総
合

支
所
が
共
通
認
識
で
行
っ
て
い

る
が
、
目
撃
者
か
ら
の
情
報
が
１
日
以

上
前
の
も
の
で
あ
っ
た
り
、
人
家
か
ら

遠
く
離
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
な
ど
は
情
報

伝
達
の
範
囲
を
限
定
す
る
場
合
も
あ
る
。

　
今
年
に
入
り
、
生
活
圏
で
の
目
撃
情

報
が
多
く
な
り
、
５
月
10
日
よ
り
24
時

間
以
内
の
目
撃
情
報
は
全
て
防
災
メ
ー

ル
と
市
の
ラ
イ
ン
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で

発
信
す
る
こ
と
に
し
た
。

問答 ク
マ
の
目
撃
情
報
の
発
信
は

ハ
ー
ド
面
は
進
捗
し
て
い
る
が
、

ソ
フ
ト
面
の
全
体
利
活
用
は
示

さ
れ
て
い
な
い
。

鳥
海
山
麓
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ

ー
運
営
検
討
委
員
会
で
協
議
し

て
い
る
。

問答

国
定
公
園
内
な
の
で
規
制
が
あ

る
。
早
く
計
画
を
策
定
し
実
施

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

今
年
度
は
具
体
的
な
内
容
を
詰

め
て
い
く
。
来
年
度
以
降
は
、

国
や
県
と
の
協
議
を
経
て
実
施
段
階
に

入
る
の
で
遠
く
な
い
時
期
に
詳
細
を
説

明
で
き
る
。

問

答

鳥
海
ダ
ム
周
辺
整
備
は

周
辺
を
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー

の
拠
点
と
な
る
よ
う
再
整
備
を

進
め
る
と
の
こ
と
だ
が
、
観
光
産
業
に

結
び
つ
け
て
い
く
と
の
認
識
か
。

鳥
海
山
を
核
と
し
た
観
光
振
興

を
進
め
て
い
る
。
そ
の
中
心
が

法
体
園
地
で
あ
る
。
周
辺
に
拡
大
し
て

い
き
環
鳥
海
と
い
う
大
き
な
エ
リ
ア
で

も
対
応
で
き
る
よ
う
な
も
の
に
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。

問答

観
光
も
大
事
だ
が
「
学
び
」
と

い
う
視
点
も
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
い
か
が
か
。

子
ど
も
た
ち
の
学
び
に
結
び
つ

け
て
い
く
よ
う
な
視
点
で
対
応

し
て
い
く
。

問答

財
源
な
ど
の
検
討
は
行
わ
れ
て

い
る
か
。

計
画
の
中
で
検
討
し
て
い
く
が
、

ダ
ム
補
償
費
を
財
源
と
し
た
基

金
、
有
利
な
地
方
債
、
国
の
補
助
な
ど

を
取
り
入
れ
市
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ

う
対
応
し
て
い
く
。

問答

市
の
人
間
ド
ッ
ク
は
個
人
で
申

し
込
む
よ
り
も
安
い
場
合
が
あ

り
、
対
象
年
齢
は
３０
歳
か
ら
で
あ
る
。

利
便
性
の
た
め
申
込
期
間
の
延
長
と
新

た
な
周
知
の
取
り
組
み
を
。

１
月
末
と
し
て
い
る
の
は
４
月

早
々
か
ら
受
診
で
き
る
よ
う
、

ま
た
実
施
医
療
機
関
な
ど
に
て
実
施
日

の
取
り
ま
と
め
や
、
調
整
に
要
す
る
時

間
の
確
保
の
た
め
で
あ
る
。

　
周
知
に
つ
い
て
は
、
ス
ー
パ
ー
な
ど

の
店
舗
、
公
共
施
設
へ
の
受
診
勧
奨
の

案
内
掲
示
な
ど
充
実
に
努
め
る
。

問答

３９
歳
以
下
の
自
営
業
者
・
未
就

労
者
・
社
保
な
ど
加
入
の
被
保

険
者
の
扶
養
者
を
想
定
し
た
、
健
康
診

査
の
実
施
を
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
特
定

健
康
診
査
の
受
診
率
は
30
％
程

度
で
、
受
診
率
の
向
上
が
重
要
課
題
で

あ
る
。
39
歳
以
下
の
方
に
対
す
る
健
康

診
査
の
実
施
は
財
政
負
担
が
新
た
に
生

じ
る
こ
と
、
県
内
外
の
自
治
体
の
取
り

組
み
を
参
考
に
、
対
象
年
齢
、
検
査
項

目
を
研
究
し
て
い
く
。

問答 健
康
増
進
の
取
組
は

風
力
発
電
に
つ
い
て

クマ目撃情報を
消防・防災メール
ＬＩＮＥ公式アカウント
で発信しています

ご登録ください！

消防・防災メール LINE公式アカウント

い
て
は
、
保
健
師
が
随
時
対
応
し
て
い

る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
不
安
や
悩
み

を
抱
え
て
い
る
人
た
ち
が
、
気
軽
に
相

談
で
き
る
よ
う
に
周
知
し
て
い
く
。

落
札
売
電
価
格
が
低
く
な
っ
た

た
め
、
出
捐
金
が
当
初
よ
り
落

ち
込
む
が
、
地
域
振
興
策
へ
の
影
響
は
。

地
域
振
興
策
な
ど
が
十
分
に
展

開
で
き
る
の
か
な
ど
、
漁
業
関

係
者
や
地
元
産
業
界
か
ら
心
配
の
声
が

あ
る
。
地
域
と
の
共
存
共
栄
に
つ
な
が

る
貢
献
策
と
な
る
よ
う
、
選
定
事
業
者

や
漁
業
関
係
者
な
ど
と
協
議
し
て
い
く
。

問答

再
エ
ネ
賦
課
金
の
一
部
を
市
が

助
成
す
る
制
度
の
考
え
は
。

再
エ
ネ
賦
課
金
の
上
昇
が
市
民

生
活
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
実

情
は
認
識
し
て
い
る
も
の
の
、
全
国
一

律
の
単
価
で
、
広
く
国
民
が
負
担
す
る

こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
市
民
に
直

接
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

問答
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5P 髙橋和子（高志会）
１．結婚新生活支援事業について 

２．市有財産の有効活用について

３．鳥海ダム周辺整備について

４．檜山滝周辺整備について

５．峰越林道手代線改良について

5P 小川幾代（立憲民主・きずな）
１．健康増進への取組について

２．熊の目撃情報の発信について

4P 正木修一（サキホコレ）

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

１．水田活用の直接支払交付金見直しによる

影響について

２．みどりの食料システム戦略への取組につ

いて

３．森林環境譲与税の使途について

４．民生委員・児童委員への支援について

５．ヤングケアラーへの支援について

６．新ごみ処理施設建設に伴う地域への貢献

策について

７．洋上風力発電運転開始遅れに伴う市の計

画について

6P 甫仮貴子（高志会）
１．縮減社会に立ち向かうために

２．健康づくりの取組について

３．防災への取組について

４．一番堰まちづくり事業について

５．男女共同参画への取組について

６．民生委員・児童委員の人員不足の解消と

活動の周知について

6P 松本学（市民の窓口）
１．春の鳥海山観光について

２．鳥海高原矢島スキー場の経営方針につい

て

３．小中学生のスキー体験の考えについて

一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

7P 泉谷赳馬（高志会）
１．本荘公園の駐車場について

２．消防活動情報の提供拡充を

３．ガス・水道事業のサービス向上を

４．雇用対策について

５．インターネットによる観光プロモーション

について

7P 佐々木隆一（日本共産党）
１．核保有・９条改正・佐竹知事の発言に抗

議すべき 
２．国民健康保険税について
３．消費税インボイスは零細業者を苦しめる

制度・市民への影響は
４．自転車の保険加入義務をどう進めるか
５．大雨などの備えは万全に
６．学校給食について

正木修一
（サキホコレ）

本
市
の
農
業
お
よ
び
畜
産
農
家

へ
与
え
る
影
響
と
支
援
策
の
考

え
は
。

畜
産
農
家
な
ど
へ
の
影
響
は
、

交
付
金
単
価
が
激
減
す
る
こ
と

に
よ
り
、
約
７
３
０
０
万
円
の
減
額
が

見
込
ま
れ
る
。
産
地
交
付
金
の
各
種
加

算
対
象
と
な
る
取
り
組
み
に
誘
導
を
図

っ
て
い
く
。

　
そ
ば
、
大
豆
な
ど
に
も
、
広
く
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
生
産
現
場
の
実

態
や
課
題
に
即
し
た
運
用
に
改
善
さ
れ

る
よ
う
に
、
関
係
省
庁
に
働
き
か
け
て

い
く
。

問答 水
田
活
用
の

　直
接
支
払
交
付
金
見
直
し

8P 大友孝徳（市民の窓口）
１．「住んで良かったと心から言える快適なま

ち」を目指すなら、障がい者の方も議会を
見られるように

２．ゆりほんテレビをもっとご視聴いただくために
３．避難所に備蓄されている非常食について
４．市窓口職員の昼食休憩について
５．市当局のウェブ会議への対応について
６．小形風力発電施設建設等に関するガイド

ラインについて

8P 阿部十全（立憲民主・きずな）
１．羽後本荘駅舎周辺及び中心市街地の活性

化について
２．日本一のホームページを目指すについて
３．風力発電について
４．チルドレンファーストのまちづくりについて
５．コロナ感染症の影響による精神的支援に

ついて

多
岐
に
わ
た
る
活
動
に
、
充
分

な
支
援
・
連
携
体
制
は
整
っ
て

い
る
の
か
。

対
応
が
必
要
と
考
え
る
案
件
に

対
し
て
は
、
関
係
機
関
に
情
報

提
供
を
行
い
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
市
の
総
合
相
談
担
当
と
民
生
・

児
童
委
員
が
、
協
働
で
包
括
的
な
支
援

に
あ
た
る
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

問答

民
生
・
児
童
委
員
確
保
策
は
。

５
月
１
日
時
点
で
、
定
数
２
８

６
人
に
対
し
２
７
５
人
で
11
人

が
欠
員
と
な
っ
て
い
る
。
各
町
内
会
か

ら
推
薦
を
受
け
た
候
補
と
な
る
方
に
、

役
割
や
職
務
、
活
動
の
意
義
を
充
分
理

解
し
て
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
不
安
の
な

い
活
動
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

問答 民
生
・
児
童
委
員
へ
の
支
援
は

地
域
に
対
し
て
の
地
域
活
性
化

策
な
ど
貢
献
策
の
考
え
は
。

現
在
策
定
中
の
基
本
計
画
の
中

で
検
討
を
進
め
て
お
り
、
災
害

時
に
お
け
る
避
難
場
所
や
、
環
境
学
習

拠
点
の
機
能
を
併
せ
持
つ
施
設
を
目
指

し
て
い
る
。

　「
処
理
施
設
整
備
・
運
営
検
討
委
員

会
」
を
新
た
に
設
置
し
、
地
域
活
性
化
、

地
域
貢
献
策
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

く
。 問答 新

ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

大幅な減額となる多年生牧草

左から  佐々木隆一議員、伊藤順男議員

　第９８回全国市議会議長会定期総会が
５月２５日東京都内で開催され、永年にわ
たる市議会議員としての功績が認められ、
２人の議員が表彰されました。

永 年 勤 続 議 員 表 彰

●在職２０年以上

　　伊　藤　順　男　氏
　　佐々木　隆　一　氏

■教育委員会委員（任期：４年）

　小坂　綾子　氏（再任）本荘地域中梵天

陳　情　結　果

採　　択

○陳情第３号
　教職員定数改善と義務教育費国庫負担割合引上げ
　を図るための２０２３年度政府予算に係る意見書提
　出についての陳情

秋田県教職員組合　執行委員長　櫻田憂子

不 採 択

○陳情第２号
　国民の祝日「海の日」の７月20日への固定化を求め
　る意見書提出についての陳情

　海事振興連盟　会長　衛藤征士郎

◆矢島小学校改築建築主体工事請負契約

　の締結について

　契約金額：１４億３８６９万円
　契約の相手方：山科建設・伊藤建友・三浦工務店
　特定建設工事共同企業体
　代表者　山科建設株式会社　代表取締役　山科優
◆本荘東中学校区統合小学校建設用地造成工事請負

　契約の締結について

　契約金額：３億７７８万円
　契約の相手方：三浦・山勇・大沼建設工事共同企
　業体
　代表者　株式会社三浦組　代表取締役　三浦正光

契約締結（主なもの）

人　事　案　件

こ さか こあや

●由利本荘市鶴舞温泉及び休養施設条例
　等の一部を改正する条例
●由利本荘市武道館条例の一部を改正する条例

条例関係（主なもの）

同意

可決
○委員会発案第１号
　教職員定数改善と義務教育費国庫負担割合引上げ
　を図るための令和５年度政府予算に係る意見書の
　提出について

委 員 会 発 案 可決

可決66666月定例会月定例会月定例会月定例会月定例会月定例会月定例会月定例会月定例会月定例会月定例会月定例会月定例会月定例会月定例会月定例会6月定例会

委員会発案
第１号

意見書提出

衆議院議長・参議院議長・内閣総理大
臣・総務大臣・財務大臣・文部科学大
臣
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　本市の政務活動費は、会派や議員が行う調査研究などの活動に充てる

ことができ、令和３年１１月～令和４年３月は月額１５,０００円を交付した

もので、交付に当たっては収支報告書の提出が義務付けられています。

会派名・議員名

高

　志

　会

立
憲
民
主
・
き
ず
な

サ
キ
ホ
コ
レ

市
民
の
窓
口

日
本
共
産
党

公

　明

　党

合計

伊
藤
順
男
議
員

12 3 2 2 1 1 1 22

900,000

900,000

241,310

417,923

76,882

736,115

163,885

225,000

225,000

16,500

20,000

153,164

17,050

9,378

28,380

244,472

0

150,000

150,000

11,000

140,000

151,000

0

150,000

150,000

11,000

94,270

1,425

106,695

43,305

75,000

75,000

122,640

122,640

0

75,000

75,000

5,500

90,149

95,649

0

75,000

75,000

5,500

24,640

21,568

51,708

23,292

1,650,000

1,650,000

290,810

20,000

1,018,146

17,050

112,325

49,948

1,508,279

230,482

調査研究費

研修費

広報費

広聴費

資料作成費

資料購入費

残　　額

主
な
使
用
内
容

計

計

所属議員数 （人）

※議会のホームページでも政務活動費の収支報告を掲載しています。

収
入

支

　
　
　
　

　出

・
会
派
報
発
行

・
パ
ソ
コ
ン
等
機
器
リ
ー
ス

・
会
派
報
発
行

・
資
料
書
籍
の
購
入

・
会
派
報
発
行

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
料

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
、
更
新
、
維
持
経
費

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
料

・
議
会
活
動
報
告
発
行

・
議
会
活
動
報
告
発
行

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
料

・
資
料
書
籍
の
購
入

・
パ
ソ
コ
ン
等
機
器
リ
ー
ス

由利本荘市政務活動費交付金の執行状況（令和３年１１月～令和４年３月分）

令和３年度（令和３年１１月～令和４年３月分）

政務活動費の収支を報告します

（単位：円）

※残額分は市に返還し、交付額を超える支出については、各会派及び議員が負担しています。

※全ての会派等で要望・陳情活動費、会議費、人件費、事務所費への支出はありませんでした。

交付金
(１人月額１５,０００円交付)

プレミアム商品券事業

問 　事業の総額と概要はどうなっているか。

答 　プレミアム率３０％で総額４億円の商品券
を４万セット発行する。
　１人２セットまで購入可能であるが発行数
を超える申し込みがあった場合は抽選を実施
する。当選者へは、引換券を送付する。

　コロナの影響を受けた店舗の売上げおよび利

益増加の一助となることが目的です。 産

プレミアム商品券（見本）

高齢者スマートフォン購入費補助

問 　補助金申請までの流れはどのようになって

いるのか。

答 　助成対象は、マイナンバーカードの取得や
市税の滞納が無いことなど、８項目の条件を
満たす方となる。各条件については市広報や
ホームページをご参照いただきたい。

　１人あたり２万円を補助します。 総

ＨＰＶワクチンの接種委託料

問 　事業の内容は。

答 　子宮頸がんの原因となるヒトパピローマウ
イルスの感染を防ぐＨＰＶワクチン。
　積極的勧奨の差控えにより接種機会を逃
した方に対して、令和４年４月１日予防接種
法施行令一部改正により接種勧奨と接種を
行っている。予算総額１１８４万４千円である。

　平成９年度～平成１７年度生まれの女性が対

象者です。 教

小型動力ポンプ付き軽積載車
購入契約締結

問 　今後、消防団車両の更新は軽積載車となっ

ていくのか。

答

　消防団、小型動力ポンプ付き軽積載車を４台

購入します。 総

公の施設の指定管理者の指定

問 　指定管理者はどこになるのか。

答 　株式会社秋田ケーブルテレビが指定管理者
となる。指定の期間は令和５年４月１日から
令和１０年３月３１
日までの５年間で
ある。また、指
定管理料の提案
額は年額７０００万
円である。

　由利本荘市ＣＡＴＶセンターの指定管理者を

指定します。 総

ケーブルテレビ指定管理へ

　これまでの消防車両は中型免許が必要と
なる車両もある。
　軽積載車はオートマチック（AT）仕様で、
普通免許・ＡＴ限定免許でも運転可能となる。
今後も、普通免許証で運転可能な車両導入を
考えている。

導入される軽積載車
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５日

６日

２５日

２８日

３日

１９日

２４日

２５日

１０日

１３日

１６日～１７日

２０日

民生児童委員協議会総会

新入社員合同歓迎会

地域農業再生協議会総会

老人クラブ連合会総会

丸亀お城まつり（香川県）

観光協会通常総会

国道398号改良整備促進期成同盟会通常総会（湯沢市）

全国市議会議長会定期総会（東京都）

市と市議会との合同要望（県内）

市と市議会との合同要望（宮城県）

市と市議会との合同要望（東京都）

本荘由利産学振興財団評議員会

議長公議長公議長公議長公議長公議長公議長公議長公議長公議長公議長公議長公議長公議長公議長公議長公議長公議長公議長公議長公議長公議長公議長公議長公務務務務務務務務（主なもの）（主なもの）（主なもの）（主なもの）（主なもの）（主なもの）（主なもの）（主なもの）（主なもの）（主なもの）（主なもの）（主なもの）（主なもの）（主なもの）（主なもの）（主なもの）（主なもの）（主なもの）（主なもの）（主なもの）（主なもの）（主なもの）（主なもの）（主なもの）（主なもの）（主なもの）（主なもの）議長公務（主なもの）

議会日誌議会日誌議会日誌議会日誌議会日誌議会日誌議会日誌議会日誌議会日誌議会日誌議会日誌議会日誌議会日誌議会日誌議会日誌議会日誌議会日誌議会日誌議会日誌議会日誌議会日誌議会日誌議会日誌議会日誌議会日誌議会日誌議会日誌
 ５日

１２日

２７日

１９日

２７日

２日

６日

７日

１４日

１５日

２８日

４月

５月

６月

４月

５月

６月

議会報編集特別委員会

議会報編集特別委員会

当局との連絡会議

第１回議員研修会

正副委員長会議

議長による新任議員等研修会

議会運営委員会

本会議（開会）

会派代表者会議

本会議（一般質問）～３日

本会議（一般質問）

議会運営委員会

委員会（議案審査）～９日

「市民と語る会」実行委員会

本会議（閉会）

議会運営委員会

議会報編集特別委員会

６
月

定

例

会

（４／１～６／３０）

議会だよりをちいき本棚で！
由利本荘市議会だよりは、過去のものを含め、

「SideBooks」のちいき本棚でご覧いただけます。

 https://cccc.backshelf.jp/

市議会カレンダー
● ９月定例会の予定 ●

８／７ ８ １３

１４ ２５１５ ２７２６

２１ ２２ ２７２５ ２６２４

２０

１１ １２ １３ １４ １５ １７

９／１ ３

４

２８

７ ８６ １０９

月 火 水 木 金 土

本会議
（開会）

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

日

１１１０９

本会議
（一般質問）

２９
本会議
（一般質問）

３０
本会議

（一般質問）
決算審査
特別委員会

３１

１２

　８月１２日（金）
正午までに受理する
請願・陳情を審議
する予定です

常任委員会
決算審査
特別委員会

２

決算審査
特別委員会

１６

２３

常任委員会
決算審査
特別委員会

１８ １９ ２０ ２１ ２３ ２４

本会議
（閉会）

２２

５

常任委員会
決算審査
特別委員会

　本会議でどんなことがどのように話し合われてい

るのか、様々な手段で知ることができます。皆さ

んの暮らしに直結していることばかりです。ぜひご

覧ください。

議会を見よう！知ろう！

▶ 次の定例会は８／２３～９／２２◀

★議会を傍聴 ―ライブで！
★ケーブルテレビで生中継
★会議録で読む

　６月定例会が、令和４年５月２７日から６月１５日までの２０日間の日程で開催され、専決処分報告１０
件、人事案件１件、条例一部改正６件、契約案件９件、その他１件、一般会計補正予算案８件の市提出案件
３５件すべてが原案のとおり可決・承認されました。
　また、陳情２件は１件が採択、１件が不採択とされました。

６月定例会

議論の中からピックアップ

小中学校の理科室への空調設置

問 　各学校の内訳は。

答 　小学校１１校中学校９校の理科室に空調設
備を設置する。新山小は改修工事で設置し、
鳥海小は中学校と共用する。また、本荘北
中は大規模改修で設置済であり、令和６年
度からは、矢島小も共用予定である。予算
は７７０５万３千円である。

　新型コロナウィルス感染症に対応して小中学校

２０校に空調設備を設置するものです。 教

子育て世帯・非課税世帯への
給付金

問 　対象者および世帯は。

答 　国庫補助金で、子育て世帯には１８歳未満１
人５万円、非課税世帯には１世帯１０万円を支
給する。ただし、それぞれ要件があるので、担
当窓口に相談してほしい。予算は３億２０００万
円である。

　低所得の子育て世帯と生活困窮者への支援を

するものです。 教

総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会 産 … 産業建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

市の入浴関連施設の条例改正

問 　改正の内容はどのようなものか。

答 　現行の上限額は５１０円であるが、それを７
００円にする。各施設は経営状況により上限
の範囲内で入浴料を改定することができる。

　燃油・資材価格などの高騰を受け入浴料の上

限額を改正します。 産

デジタル田園都市国家構想

問 　事業の内容を詳しく知りたいが。

答 　市で保有する小スペースに、リモート相談窓
口、証明書発行機、デジタル観光・広報サイネ
ージを併用した、職員が不在でも使用できる
行政の窓口機能を整備する。予算は市民課が
２２６４万円、福祉支援課が２８８９万７千円
の予定である。

　カダーレ、ナイスアリーナ、駅などに無人の

行政窓口機能を設置します。 教

リモート相談窓口のイメージ

法体園地再整備基本計画

問 　どのような計画か。

答 　鳥海ダムの建設に伴い法体園地一帯やダム
湖を活用したアウトドアレジャーなどの拠点と
して整備計画を策定する。

　鳥海山観光ビジョンでも示されている法体園地

の再整備について、基本計画を策定します。 産

議長公務・交際費の詳細につきましては、市ホームページをご覧ください。

慶祝、協賛など

弔　　　事

４月 ５月 ６月

0円
（0件）

28,760円
（5件）

21,920円
（3件）

0円
（0件）

0円
（0件）

10,000円
（1件）

議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費
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議論の中からピックアップ　 ▶Ｐ２

ここが聞きたい　一般質問　　 ▶Ｐ４

政務活動費収支報告　　　　　 ▶Ｐ１０

愛ＬＯＶＥゆりほんじょう　　 ▶Ｐ１２

６月定例会

由利本荘市議会だより
令和４年／２０２２年８月１日　第６９号

編
集
後
記

ま
ち
の

声
か
ら

　現
在
、
岩
谷
児
童
館
内
の
岩
谷
児
童
ク
ラ

ブ
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
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こ
の
仕
事
に
就

い
て
、
以
前
か
ら
社
会
問
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と
な
っ
て
い
る

少
子
化
を
実
感
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
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　共
働
き
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
現
代
に
お

い
て
、
子
育
て
が
安
心
し
て
で
き
る
環
境
が

整
え
ら
れ
た
ら
、
少
し
で
も
少
子
化
に
歯
止

め
が
か
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
私
は
、
保
護
者
の
方
々
が
安
心
し
て
仕

事
が
で
き
る
よ
う
、
児
童
支
援
員
と
し
て
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微

力
な
が
ら
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
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　市
議
会
に
は
、
若
い
世
代
が
就
業
す
る
た

め
の
企
業
誘
致
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
、
母
親
は
も
ち
ろ
ん
父
親
の

育
児
参
加
に
も
積
極
的
な
社
会
を
つ
く
る
た

め
に
、
支
援
や
政
策
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

少
子
化
対
策
と
し
て
出
来
る
こ
と

城地域の自然の風景が大好きです。雪を抱き

美しくそびえ立つ鳥海山や勇壮な亀田不動

滝、夕日でオレンジ色に染まる日本海などです。そ

して夏の楽しみにしている旧藩祭や道川洋上花火な

どの伝統行事があります。コロナ禍で中止が続いて

いますが再び実施されることを祈っています。

　昨年、級友と秋田活性化中学生選手権に出場し、

企業の方とどうすれば地域を活性化できるかを考え

ました。その中で他県の方々に地域の特産品を売り

込んで足を運んでもらい、定住を図ってもらうこと

を提案しました。

　岩城地域の素晴らしさを一人でも多くの人に感じ

てもらうため、これからも地域活性化のアイディア

をみんなと考えていきたいです。

くが住んでいる由利本荘市は、自然が豊かで

す。そして、住んでいる人たちはよく声をか

けてくれる温かい人が多いです。

　でも、最近ではコロナウイルス感染症予防で、マ

スクを着用しているため、みんなの笑顔が見られな

くなってきたと思います。それに、あいさつもマス

クの中にこもり、あまり聞こえないことが増えてき

たと見守り隊の方がおっしゃっていました。それを

聞いてぼくは、なんだかさびしい気持ちになりまし

た。

  だからぼくは、未来の由利本荘市は、笑顔あふれ

るあいさつのよい市になってほしいと思います。そ

のためにぼくも、自分でできることを考えて実行し

ていきたいと思います。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.２７

岩 ぼ

笑顔あふれる由利本荘ふるさと岩城への変わらぬ思い

小友小学校 ６年

さん佐々木 礼王

岩城中学校 ３年

（町内名　新道）（町内名　下徒士町）

かく が ささ き れ おひびき

さん郭賀 　響

12あきたの海をごみゼロへ！

み

る

た

ぐ
ち

さ
ん

大
内
地
域

  

　　　　　　　　
（
町
内
名

　岩
谷
）

田
口

　瑠
美
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暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
猛
暑
酷
暑
の
中
で
の
マ
ス
ク
生
活
３

年
目
に
入
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
り
先
の
２
年
間
は
様
々
な

事
業
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
自
粛

生
活
が
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
に
入
り
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す

が
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
縮
小
し
な
が
ら
も
開
催
さ
れ
始
め
ま

し
た
。
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
で
は
、
７
月

上
旬
に
本
県
初
開
催
の
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・

オ
ン
・
ア
イ
ス
」
が
開
催
さ
れ
、
に
ぎ

わ
い
創
出
や
経
済
効
果
な
ど
も
生
み
出

し
、
好
評
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
に
は
同
会
場
で
、
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
Ｖ
１
リ
ー
グ
で
活
躍
し

て
い
る
日
立
Ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｏ
リ
ヴ
ァ
ー
レ

の
合
宿
が
行
わ
れ
ま
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
チ
ー
ム
の
合
宿
は
本

市
に
と
っ
て
初
め
て
で
あ
り
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
教
室
の
開
催
や
市
民
へ
の
練
習

公
開
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
秋
の
イ
ベ
ン
ト
も
再
開
す
る
な
ど
明

る
い
話
題
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　（
吉
田
朋
子
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